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ファミリーホームにおける 

レスパイト・ケアを考える 
 

 

村田
む ら た

和木
か ず き

（ライター） 
 

 

 2012（平成 24）年４月、厚生労働省はファミ

リーホーム（ＦＨ）に関する理念を明確化しました。

具体的に挙げられた内容は、以下のとおりです。 
 
◆「里親及びファミリーホーム養育指針」という形

で、指針を里親と一体のものとして示す。 

◆ファミリーホームは、児童を養育者の家庭に迎え

入れて養育を行う家庭養護であるという理念を明確

化する。 

◆ファミリーホームは、里親が大きくなったもので

あり、施設が小さくなったものではないという位置

づけ。 

 そして、「（ファミリーホームの）養育者は、小規

模住居型児童養育事業を行う住居に生活の本拠を置

く者に限る。（それ以外は補助者）」としています。 

 

とはいえ、里親と同じ家庭養護でありながら、フ

ァミリーホームは、制度発足当初からレスパイト・

ケアを利用することができません。「補助員がいるか

ら」というのが、その理由です。しかし、「委託児童

が定員に満たないと、補助者はパートでしか雇えな

い」という声が多く、パートの人に留守をまかせる

のは難しいでしょう。 

日本ファミリーホーム協議会の事業者対象のメー

リングリスト（ＭＬ）で意見を募集したところ、「レ

スパイト・ケアが使えると、ありがたい」「ファミリ

ーホームこそ、レスパイト・ケアが必要」という意

見が寄せられました。それらの声をお届けするとと

もに、ファミリーホームとレスパイト・ケアについ

て考えます。 

 

レスパイト・ケアが必要になるとき 

 まず、どのようなときにレスパイト・ケアが必要

になるのでしょうか？ ＭＬの投稿から推察される

のは、冠婚葬祭のとき。それから、入院時です。フ

ァミリーホームでは子どもの入れ替わりが多くなる

ため、それによるストレスも生じるようです。 

【注】●印は、会員から寄せられた意見です。 

●ファミリーホームの立ち上げ当初に息子の結婚式

があり、措置されていた児童３名をどうしようかと

考えました。息子はすでに別居していたので、子ど

もたちとはなじみがなく、結婚式に出席させること

が難しかったのです。今なら、歌の1曲も歌っても

らうのですが（笑）。補助者も息子の結婚式に出席し

てもらうことになっていたので、児童相談所に泣き

ついて、1日だけ措置解除してもらい、他の里親さ

んに見ていただきました。 

また、親戚の葬儀の際も知り合いにお願いして、

お礼をしました。でも、そのときに何かあったらと

考えると、きちんとした制度に基づいて、レスパイ

ト・ケアをお願いしたいというのが実情です。 

●九州のファミリーホームです。昨年、東京都に住
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む私の兄が亡くなりました。しかし、夫婦では葬儀

に出られず、夫の私だけが出かけましたが、義理を

欠いてしまいました。 

●健康に自信のあった私が、この春、感染症で 16

日間の入院をしました。もし治療が遅れたら、２，

３ヵ月間の入院になったそうです。入院中は、掃除

と調理ができる人を頼んで乗り切りましたが、大変

でした。 

●里親のときはレスパイト・ケアを必要としなかっ

たのですが、ファミリーホームになってからは必要

性を感じています。理由は、委託される子どもたち

が増えたため、外出が増えたこと、また、異年齢の

子どもの入れ替わりがあると、子どもたちの精神状

態がちょっと大変になることもあります。リフレッ

シュのための息抜きは、大人だけではなく、子ども

にも必要ではないかと思われます。 

●やはり、冠婚葬祭などのときに利用したいですね。 

●ファミリーホームの養育者は、皆さん疲れていま

す。レスパイト・ケアの必要性は、里親以上です。 

 

子どもたちを預ける場所がない 

 レスパイト・ケアの必要性を感じる一方で、「5～

6人の子どもたち全員を預けるのは不可能」という

意見が多くあります。 

●わが家の子どもたちは、中高生ばかり６人です。

アルバイト、部活、塾の予定など、それらは高年齢

児にとって大切な生活の一部です。夏休みに、みん

なの都合を合わせて一緒に旅行に行くときでさえ調

整が大変なのに、子どもたち全員をどこかに預ける

のは不可能だと思います。 

●5～6 人の子たちをバラバラに分けて、複数の里

親、あるいは施設に預けるなどという芸当は、子ど

もの身になったり、子どもが学校に通っている場合

には、無理な話です。 

●大分県では、施設からファミリーホームに措置さ

れた子どもは、元いた施設やその施設に付設されて

いる児童家庭支援センターに有料（実費負担）でお

願いすることができます。しかし、せいぜい２～３

日というスパンです。また、里親からの措置変更で

ファミリーホームに来た場合は、預かってくれると

ころがほとんどありません。 

●レスパイト・ケアの利用ができるとしても、５～

６人の子どもを一度に受け入れ可能な所はないと思

います。個人的に補助者を確保することが必要です

が、これが難しいです。 

 

子どもは家庭を離れるのを嫌がる 

 また、「子どもたちが家を離れるのを嫌がる」とい

う声も多くありました。 

●障がいの重い子どもが手術をしたときに、児童相

談所が他の子どもたちを一時保護所で預かってくれ

ました。しかし、子どもたちが帰ってきたとき、「も

う、どこにも行きたくない」と言いました。もし、

知り合いが自宅に来て世話をしてくれれば、子ども

たちに辛い思いをさせなくて済んだのに、と思いま

す。知り合いであれば、子どもたちも安心できます

し、無償のボランティアではなく、多少お支払いで

きるということは、頼みやすくもあります。 

●里親だったとき、預かっていた幼児が整形外科で

骨移植の手術をすることになりました。24 時間の

付き添いが必要になり、私と主人が交代で夜も付き

添いました。その際、３歳の子をレスパイト・ケア

で、その子が以前いた施設に1週間お願いしました。

迎えに行ったとき、その子は私たちの車に乗った途

端、ホッとしたのか、奇声をあげ、長時間大泣きを

したのです。その後もしばらく精神状態が不安定で、

私たちも大変な思いをしました。 

レスパイト・ケアは、子どもの状況やそれぞれの

ホームの体制によって使い勝手がずいぶん違ってく

るかと思います。わが家は長期委託の子ばかりで、

施設からの来た子どももおり、施設を受け皿にした

レスパイト・ケアは、子どもへの影響を考えると、

よほどのことがないと難しいです。 

 

泊まりのスタッフをどう確保するか？ 

 「子どもたちを施設や一時保護所に預けるより、

安心してまかせられる人に家に来てもらいたい」と

いう声をよく聞きます。 

また、補助者はいるものの、パートだったり、夜

間はいない勤務体制が多いようです。「法人立でない

限り、泊まりのスタッフを確保するのは難しい」と

いう意見もありました。 

●急な状況でも泊まりで来ていただけるスタッフを

確保するとなると、やはり親族になります。うちの

場合は、まず夫（外で働いています）、夫が仕事を休

めないときは、実家の母にお願いすることになるで

しょう。法人ではないので、泊まりのスタッフを雇

うのは難しいですね。 

●「子どもは家庭養護で」という声に、思い切って

ファミリーホームになったものの、養育者の役目は

大変だし、金銭的にも不安定。子どもが４人、５人

では、補助者も臨時でないと雇えない、そんな声を

よく聞きます。 

 

こんな方法もあります 

レスパイト・ケアが利用できず、泊まりの補助者

も確保できない場合、どうしたらいいのでしょう

か？ こんな工夫で乗り切って

いる方々もいます。 

１ 里親仲間にお願いする 

●常日頃仲良く行き来している

近くの里親さんにお願いして、

自費でお泊まりをさせてもらう
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ことがあります。その里親さんも、レスパイト・ケ

アを使うときはわが家を利用しています。 

親戚のようなお付き合いができる里親さんが近く

にいてくださること、里親やファミリーホームの養

育者がお互いの家を行き来していることなどで、本

当に困ったときだけでなく、子ども同士の関係も含

めて仲良くできていることがありがたいです。 

２ 児童相談所の一時保護を利用する 

●ファミリーホーム全国研究大会には、子ども全員

を連れて参加する予定でした。でも、異年齢の子ど

ものオーダー（希望）にこたえることは少し無理が

あり、いちばん下の2歳児を一時保護してもらうよ

うに児相にお願いしました。 

●「１日だけの措置解除」は、“窮余の一策”という

感じですが、緊急のケースでは一時保護を利用させ

てもらえるように、児童相談所と話しておいたらい

いかと思います。 

３ 施設等の「里親支援」を使う 

 ファミリーホームは、施設や里親支援機関等が行

っている「里親支援」を使うことができます。 

●施設は、里親支援を申請することで年間30万円

ほどの加算があるはずです。 

しかし、施設の里親支援はたいていの場合、名ば

かりで、例えば、里親に措置変更した子どもに、元

いた施設の職員が年１回程度、「○○くんは元気して

いますか？」といった電話をして近況を確認する。

そんな程度の“里親支援”で加算を請求している施

設も多いと感じています。 

わが家では、夫婦で息抜きしたいときなどに、以

前から交流のある施設の職員に「里親支援」の枠で

わが家に泊まりに来てもらっています。その職員は

子どもたちとも顔なじみなので、子どもたちはちょ

っとしたイベント気分で喜んでいます。ただし、そ

の際は補助員にも宿直という形で泊まってもらい、

2人体制をとっています。 

 

必要な制度は生み出していこう 

全国里親会が出している『里親だより』101 号

（2014年8月20日発行）で、レスパイト・ケア

の利用状況について調べたところ、自治体によって

かなりの差はあるものの、以前に比べると、全体的

に使いやすくなっているようです。とくに、被虐待

児など養育の難しい子どもを受託している場合は、

児童福祉司から「レスパイト・ケアをとったらどう

ですか？」と勧められるとか。 

ファミリーホームにも、養育の難しい子どもたち

が委託されています。しかも、最近は児童自立支援

施設からの中高生の措置変更が増えています。そう

いった子どもたちを育てていく中で、心身の疲労が

たまっていく養育者は少なくありません。 

余裕がなくなると、虐待ともとられかねない不適

切な対応が起きたり、養育者自身の健康が損なわれ

る可能性があります。 

ファミリーホームを「家庭養護」と位置づけるの

であれば、里親と同様、養育者（及び子どもたち）

の休養とリフレッシュを確保する必要があるでしょ

う。そのためには、どのような制度が有効で、かつ

可能なのか？ メーリングリストやブロック活動な

どを通して、現場から声を上げてください。より良

い制度は与えられるものではなく、使う側が勝ち取

っていくものだと思います。 
 

【注】『里親だより』101号は、全国里親会のホームペ

ージから読むことができます。 

 

 

 
 

 ９月初め、厚生労働省雇用均等・児童家庭局の平

成 27年度予算の概算要求が発表されたので、お知ら

せします（雇用均等・児童家庭局の中には、里親制

度やファミリーホーム制度を主管する家庭福祉課が

入っています）。社会的養護の分野は「子どもを産み

育てやすい環境づくり」に入っていて、そのうち、

「児童虐待防止対策の推進、社会的養護の充実」の

予算は、1074億円（前年度 1032億円）です。 

 

１ 児童虐待防止対策の推進【一部新規】 

児童相談所等の専門性の確保・向上を図り、相談

機能を強化するとともに、市町村に対する支援・連

携強化を図る。また、児童虐待を発見した者、子育

てに悩みを抱える者が、必要性を感じたときに、児

童相談所に迅速に通告・相談ができるようにする。 

２ 家庭的養護の推進【一部新規】 

虐待を受けた子どもなど社会的養護が必要な子ど

もを、より家庭的な環境で、安定した人間関係の下

で育てることができるよう、里親・ファミリーホー

ムへの委託を進めるとともに、既存の建物の賃借料

や施設整備費に対する助成を行い、グループホーム、

小規模グループケア等の実施を推進する。 

また、里親登録されているが、児童を委託されて

いない里親（未委託里親）に対して、委託に向けた

トレーニングを実施する事業を創設し、里親委託の

推進を図る。 

なお、児童養護施設等の小規模化・地域分散化を

推進するための職員配置基準の引上げ等への対応は、

平成 27 年度における消費税増収分の動向等を踏ま

えて、予算編成過程で検討する。 

３ 被虐待児童などへの支援の充実【一部新規】 

児童養護施設等退所後の社会的自立につなげるた

め、児童養護施設入所児童等に対する学習支援や退

所児童等のアフターケアの充実を図るとともに、児

童家庭支援センターの箇所数の増を図る。 

平成 27 年度 概算要求の概要 
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大阪市、大阪府、神戸市の 

ファミリーホームを紹介します 
 

 ファミリーホームの原型は、1960（昭和 35）年に始まった神戸市の「家庭養護寮」とも言われます。「家

庭養護寮」は、子ども３人以上を受託する里親家庭に対する特別な呼び名でした。「家庭養護寮」はその後、

大阪市にもできましたが、残念ながら、全国に広がることはありませんでした。とはいえ、神戸市と大阪市

はファミリーホーム発祥の地と言えるかもしれません。 

日本ファミリーホーム協議会には現在、大阪市８ホーム、大阪府４ホーム、神戸市１ホームの会員がいま

す。今回は、10ホームの方が自己紹介をお寄せくださいました。（村田） 

 
 

 

 

 

石井
い し い

勲
いさお

さん、公子
き み こ

さん（和
や わ

らぎの家） 
 私たち夫婦は、大阪府内の児童養護施設で40年間、子どもの養育に携わっ

てきました。2001（平成 13）年３月に定年退職した後、大学の非常勤講師

を10年務めましたが、それも定年となり、自由な時間ができました。ファミ

リーホームが制度化されたことを知り、かねてから社会的養護は家庭的な環境

の中で養護を展開することが好ましいと思っていましたので、「人生、最後の仕

事」として取り組むことにしました。 

 2012（平成 24）年春、児童養護施設「聖家族の家」（大阪市東住吉区）が、借用していた 4LDK の一

軒家をファミリーホームとして活用することになり、私たち夫婦が住み込んで、子どもの養育にあたること

となりました。2012年6月１日付で社会福祉法人「聖家族の家」のファミリーホーム「和らぎの家」とし

て大阪市から認可されました。 

 現在、小学生５名、高校生1名が在籍しています。場所は住宅街で一軒家が多く、近くにスーパーマーケ

ットがあるので便利です。養育者の呼び方は、勲は「おじいちゃん」、公子は「おばあちゃん」、補助者の吉

迫啓子（よしざこ・ひろこ）は「ひろちゃん」です。これは、少しでもなごやかな雰囲気をつくるためです。

食事は、調理に時間をかけて温かくおいしい物を食べるようにしています。 

 複雑な家庭環境で育った子どもは、甘えや試し行動が多いので、個別的なかかわり方で対処していますが、

養育者として心身の疲労が重なります。休養をとるように心がけています。（勲さん・記） 

 

 

北村
きたむら

浩
ひろし

さん、鹿乃
し か の

さん 

（ファミリーホーム子
こ

鹿
じか

の里
さと

） 
大阪市の西の端、兵庫県との県境に位置し、京都より流れくる

新淀川を母なる川とする西淀川区に「子鹿の里」はあります。 

里親歴12年目にして、昨年8月よりファミリーホームとなり

ました。現在、実子1名、里子6名と共に日々楽しく暮らしてい

ます。 

わがホームの特色は、似たような年齢の子どもたちが固まって

いることです。実子のケン兄ちゃん（中１）を頭に、小６のＹち

ゃん、小４のＳ君とＲちゃん、小２のＮちゃん、5歳のＭちゃん

とＳちゃんがいます。５歳から13歳の間に、男子2名、女子5名が混在し、そのうち、兄弟姉妹が2組、

同じ年齢の子が2組と、まるで“だんご状態”の子鹿の群れとなっています。 

大阪市 
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私たち夫婦には実子が５人いますが、実子５名の在校時には考えもしなかった小学校のＰＴＡ会長を今年

より務めることになりました。より一層、学校とのつながりが深くなったことは大きな収穫です。 

また、地域とのつながりも以前から積極的に持つようにしており、町内の夏祭りの子ども神輿や年末の火

の用心夜警などは、わがホームの子どもたちの参加なくしては成り立たないくらいです。縁あって結んで頂

いた里子・里親子同士です。教会家族として、これからも手を携えて歩んでいきたいと思います。 

 

 

荘保共子
しょうほともこ

さん（こどもの里ファミリーホーム） 
初めまして。「こどもの里ファミリーホーム」の荘保共子です。2010（平成

22）年 3 月、里親として営んでいた大阪市の「家庭養護寮」から、大阪市で

２軒目のファミリーホームになりました。 

「こどもの里ファミリーホーム」は大阪市西成区の日雇い労働者の街、萩之

茶屋のど真ん中、西成警察署の向かいにあります。ここは日本中の多くの人か

ら“怖い街”と言われていますが、事実ではありません。確かに、覚せい剤が

らみのやくざもいますが、そんな人は一握り。何しろ、いろんな人がいる多様

性豊かな街です。どんな人も生きられる優しい街です。 

その中でも天下一品なのが、子どもたち。 

実は若い時、この町に「土曜学校」という子どもたちに勉強を教えるボランティア活動があって、それに

参加しました。口は荒く、喧嘩もするけど、元気な子どもたちの「目の輝き」に圧倒されてとりこになって

しまい、そのまま住み続けてしまいました。 

清（す）んだ目の輝きの背後には、親の「日雇い労働」という就労形態からくる生活の不安定さがあり、

子どもたちはそれをいっぱい背負っていました。働くことに精いっぱいの親たちは子どもに構う暇もありま

せん。仕事にあぶれた時は、その苛立ちをギャンブルにも向けていました。時には、子どもにもあたってい

ました。学校にも行かせてもらえない子もいました。でも、子どもたちは親が大好きでした。私に、学校に

行っているふりをしていました。親のためにパチンコ玉を拾い、駄賃を集めていました。 

子どもたちのために「遊び場」を作りました。安心して、思いっきり遊べる場です。その場は「相談の場」

のなり、「生活の場」になっていきました。子ども自身がしんどい時に泊まりに来たり、親がしんどくなった

時に子どもを預けにきたりしました。だから、私はこの街の子どもたちの里親になりました。子どもと親は

近くにいます。子どもは以前と同じ学校に通います。 

「こどもの里ファミリーホーム」の特徴は、地域の子どもたちの「遊び場」が土台にあり、地域の子ども

たちの中で社会的養護の必要な子どもたちと生活しているところかな。この形が、子どもの最善の利益にな

ると思っています。 

 

 

橋本
はしもと

良子
よ し こ

さん、直之
なおゆき

さん（みんなのあみさか OYASATO ホーム） 
当ホームは平成22（2010）年5月に、里親からファミリー

ホームに移行しました。現在、高校2年生の男子1名、同3年

生の女子2名、同2年生の女子1名と、大学Ⅱ部の1年生の男

子1名と短大1年生の男子1名の、計6名とともに生活してい

ます。そのうち短大生は他府県で１人暮らしをしていますが、4

年制の大学に編入を考えています。来春、短大に2人が進学を予

定していますので、そうすると大学生が4人になります。志望校

は違いますが、2人とも保育士を目指しています。 

当ファミリーホームの子どもたちは、全員が部活に入っていま

す。吹奏楽部、軽音楽部、水泳部、ハンドボール部、バレーボー

ル部等です。中には全国屈指の部活に入っている子もいます。その他、主将を務める子もいて、部活は本当

に心身ともに子どもをたくましく育ててくれるものと実感しています。 

 悩みの種は教育費です。これから奨学金の申請をします。20 歳までは措置延長が可能ですが、誕生月に

よっては相当な差が出てきます。それに、大学3～4年の間の学費及び生活支援等をどうするかです。もち

ろんアルバイト等、本人の自助努力も要請しますが、大学を中退することのないように、万全のフォローを

していきたいと思っています。 
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今一つの心配は、就職する子どもの自立援助です。高校生活は勉強と部活で、アルバイトする余裕はあり

ません。自立準備資金がないのです。卒業したからと言って、いきなり大根を切るようなわけにはいきませ

ん。何とかしようと思っている里親の今日この頃です。 

 

 

樋口
ひ ぐ ち

道則
みちのり

さん、陽子
よ う こ

さん（いちれつきょうだい樋口ファミリーホーム） 
 里親登録して今年１０月で４年になります。昨年の１０月

にファミリーホームの認定をうけました。 

現在、高校３年、２年、１年、中学２年の女子と、小学５

年、２年の男子の６人をお預かりさせていただいて、私たち

夫婦と実子(６人中の２人)、居候１人を入れ、１１人で生活

しています。里親としてはまだまだ新米なので、戸惑う事も

多々あり、反省の連続です。 

昨年、ファミリーホームを始めるにあたり、１人１部屋を

目指し、隣接の３階建て倉庫の２階部分を改築し、個室３つ、

トイレ、洗面所、お風呂を設置しました。高校生３人の部屋

として、快適に過ごしております。 

 私たちが住んでいる大阪市中央区東平は、北は大阪城、南

は天王寺、西に難波、東に鶴橋と、どこも歩いて行けるという場所で、特に高校生の通学には適した所です。 

 子ども達にはそれぞれ実親がいますので、私たち夫婦はやさしい「おっちゃん」「おばちゃん」を目指して

います。そして、実子と分け隔てなく、皆が兄弟のように育ってほしいとの願いからホーム名に「いちれつ

きょうだい」を付けました。 

また、子どもだけではなく、その親とも仲良く関わらせていただきたいと願っています。なかなか難しい

とは思いますが、一歩一歩前進して行きたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

籔田
や ぶ た

文子さん（籔田ホーム） 
 皆さん、こんにちは！！ 大阪の籔田ホームです。子どもた

ちから「オ・ママ」を呼ばれています。里親になって20年（？）、

ファミリーホームになって3年です。夢と希望を抱いて里親に

なった若かりし頃……すぐに挫折を味わい、やめようと思いま

した。理想と現実との食い違いに。しかし、休みながらでも、

20年も続いているのはなぜでしょうか？ 

 やっぱり子どもが好き、人のつながりが大好きなんです。暖

かい家庭に恵まれない、いろんな理由で親に育ててもらえない、

そんな子どもたちの環境を変えてあげるだけで、みるみる明るく育っていく子どもたち。皆様も同じ経験を

しておられると思います。長男夫婦と孫1人、総勢10人の家族。その中に高校5年生がいます。いまだ里

親離れできないＵ君。もうすぐ自立をめざしています。「早く起きなさい。歯磨きした？ 時間割は？ 忘れ

物ないの？」 毎朝、私の金切声が飛び交うにぎやかな毎日です。 

 

 

山口
やまぐち

勝美
か つ み

さん、和代
か ず よ

さん（山口ホーム） 
 こんにちは！ 私たちのホームは大阪市の南端、大和川の

すぐ近くに建つ天理教の教会です。1986（昭和６１）年に

養育里親の認定を受け、今日まで２７年間、休むことなく養

育させていただいております。今までに巣立っていった子供

たちは、全部で７０名程になるでしょうか。 

2009（平成２１）年８月にファミリーホームの認定を受

け、今は中学生２名・高校生４名の計６名を養育させていた

だいており、私たちの実子も含め、総勢１０名が一つ屋根の

下で生活しております。 

男の子ばかり、しかも高学年の子供が多いのが我がホーム
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の特色で、毎年のように高校を卒業して社会へと巣立っていくのですが、そんな彼らからときどき連絡がく

るのが何よりの楽しみです。 

 私たちのホームでは、あまり口喧しく言わないようにしています。自分で気が付くまで、頭を打つまでそ

っと見守るように心がけています。大らかな家庭的なホームでありたいと願って居ります。 

 

 

 

 

摂津会
せっつかい

（ファミリーホーム「ひかりの家」「さつきの家」） 
ファミリーホーム「ひかりの家」と「さつきの家」は、社会福祉法人摂津会が運営し、平成２５年４月、

同時に開設しました。摂津市、大阪府とも法人とし

てのファミリーホーム立ち上げは初めてです。 

 ホームは大阪府の北部、淀川の右岸に位置する摂

津市にあります。昔は陸の孤島と言われていました

が、大阪モノレール線が出来て、交通の便が良くな

りました。近隣にはたくさんの公園があり、豊かな

自然に恵まれた環境です。 

何もかもが手さぐり状態でしたが、子ども家庭セ

ンター、里親支援専門相談員、幼稚園、小学校の先

生方、地域の方々に支えられ、子ども達と楽しく生

活することができています。            ▲１棟に２軒のファミリーホームが入っています。 

 

ひかりの家 
 こんにちは。「ひかりの家」の濵﨑と申します。私共夫婦と補助者１名で、現在、５歳女の子と３歳の双子

の男の子を養育しています。５ヵ月間、兄弟２人の２組プラス双子を育てるのがいかに大変か身にしみてい

ます。が、私達の呼び名「はまちゃん」「みーちゃん」と優しい声で呼ばれると、逆に癒される日々です。 

委託されて１年１ヵ月が経ち、今年はレクリエーションとして、私の実家、熊本に行ってきました。台風

の影響で雨ばかりでしたが、テーマパーク「阿蘇カドリー・ドミニオン」に行った日だけ晴天で、動物を見

て回り、アスレチックで遊ぶことができました。さる回し劇場、火山博物館、牛深（うしぶか）の海彩館と

出かけ、いろいろな物に興味津々、見入っていました。１週間、健康に過ごし、無事帰宅できたことに感動

し、またこのような企画ができればと思いました。 

今後も、子ども１人ひとりが、将来自立して生活できるよう、各機関と連携を取り、みんなが思いやりを

もって、いつも笑顔が見られるように頑張っていきたいと思います。 

 

さつきの家 
 「さつきの家」は男の子のホームで、現在は小学校１年生の男児２名、４歳男児１名、３歳男児２名の、

計５名をお預かりし、わいわいガヤガヤと（のんびりと、と書きたかったのですが……）にぎやかな生活を

送っています。“イケメンチーム”の２名は（小学１年の２名が、自分たちでそう呼んでいます）とても元気

で、やんちゃで、やさしく（時々いじわるも）、甘えん坊で、泣き虫ですが、とにかく、とても可愛い２人で

す。ジュニアチームの３名は（２、３歳児の３名は、それぞれマイペースすぎて、チームにはまとめられま

せん！）毎日ルンルンで幼稚園に通っている、とても愛くるしい３名です。何より５名それぞれが個性豊か

で、キラキラと輝いて、毎日の成長を見せてくれています。 

 スタッフの３名は法人職員であり、家族ではないのですが、それぞれの個性とスキルを出し合い、子ども

たちのパワーに負けまいと毎日奮闘しております。こんなホームですが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

小松
こ ま つ

拓
たく

海
み

さん、奈
な

央
お

さん（ワンズハウス） 
2013（平成25）年5月1日から、神戸市初のファミリーホーム

「ワンズハウス」をしています。現在の家族は、高1・中1・小6・

大阪府 

神戸市 
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小2・4歳の5人と、小1・3歳・10ヵ月の実子3人、子どもたちは全員男の子で計8人！！ 34歳の

私と年齢秘密の妻とで、10人家族です！！ 

乳児院と児童養護施設の職員、養育里親の経験を経て、社会的養護を必要としている子ども達に、1番に

必要なのは「共に暮らす家族」だと思い、35 年ローンを組んでファミリーホームのための家を建て、スタ

ートしました！ 

子どもたちは、年上の子が年下の子の面倒を見てくれたり、逆に年下の子が年上の子に甘えたり、ときに

は喧嘩もするけど、年上の子が落ち着かせてくれたり、お兄ちゃんたちが赤ちゃんのミルクをあげたり、抱

っこしてくれたりしています！ 子どもとの個別の触れ合いも大切にしていて、パパやママと1対1で、買

い物や映画、ご飯を食べに行ったりして、1対1でゆっくり話せる時間もつくるようにしています。 

子どもたちと関わる中で、私たちがスキルアップをしていく必要があると考え、いろんな研修に参加して

います。夫婦でよく話し合いをしていますが、夫婦だけの話し合いだけでは解決できない事もあるので、私

が以前働いていた児童養護施設に、月1回程度のケースカンファレンスを開いてもらい、養育の振り返りや

アドバイスを受けながら、日々の子育てに奮闘中です！！ 

神戸は観光スポットもいっぱい！ ぜひ、にぎやかな我が家に遊びに来てください！ （拓海さん・記） 

 

 

 
 

葬儀一考 

文・若狭
わ か さ

一廣
かずひろ

さん 

（陽気ぐらしの家わかさ／『社会的養護とファミリーホーム』編集長） 

 

 先日父が他界し、葬儀で私は喪主となりました。私たち夫婦は里親・ファミリーホームをしてから 26人

の子どもを委託されてきましたが、父が亡くなる直前、不思議なことに、そのすべての子どもたちから連絡

がきて、我が家は里帰りの若者たちで大賑わいとなりました。父が呼んだのでしょうか。 

 父の告別式には、その子どもたちのほとんどが参列してくれました。玉串奉献(焼香)は通常喪主、家族、

来賓、親族、一般と続きますが、里帰りしてくれた子どもたちは全員私の家族という思いがありますので、

喪主の次にみんなそろって参拝してもらいました。私はその姿を喪主席で眺めていましたが、２０人近くの

子どもたちがぞろぞろと妻に連れられて参拝する様子はまさに大家族にふさわしく圧巻で、後ろからはざわ

めきが聞こえてきました。後日、里親仲間の親戚から「あれでいい。あれでこそ里親だよ。」と涙ぐまれまし

た。 

 その後、措置解除された後も我が家に住む男女２人が弔辞を読みました。そのうちの１人、知的障害を持

つ女の子の「おじいちゃん。わたしをいっぱいいっぱい褒めてくれてありがとう。わたし、この家の娘にな

ってよかった。」という言葉に、私や参列してくださった方々ばかりか、祭儀を執行していた齋員も全員泣い

てくれました。父のおかげで、私たち家族のつながりがさらに強くなったような気がしました。 

 ファミリーホームは里親と児童養護施設の中間といわれますが、私たちのホームはどちらかといえば大き

く里親寄りの養育スタイルをとっています。そのため、葬儀や法事などの親族が絡んでくる行事には、自ず

とこういったニーズが発生してきます。 

 ファミリーホームは里親型もあれば法人型もＮＰＯ型もあり、それぞれでき

ることとできないことがあります。またホーム長、つまり事業主もドライなタ

イプとウエットなタイプとに分かれ、それぞれ互いの特色を生かして運営され

ています。 

 今回、父の葬儀を通じ、ホームの運営面だけでなく、今後の課題としていろ

いろなことが見えてきました。 

 私たち「陽気ぐらしの家わかさ」は、ウエットな里親型ホームとして、子ど

もたちに＜いつでも安心して帰れる場所＞としての実家機能を提供できるよう、

常に様々なケースを想定、模索、努力していきたいと思っています。 
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『社会的養護とファミリーホーム』の編集企画委員を紹介します 

 2010（平成 22）年から年に 1 回発行されている『社会的養護とファミリーホーム』（福村出版）は、ファ

ミリーホームを中心にして社会的養護を問い続ける雑誌です。 

現在の編集長は、前ページの「葬儀一考」を書いてくださった若狭一廣さん。このたび、新たに３人の編

集企画委員が加わりました。今号では、そのうちのおふたりに自己紹介をしていただきます。（村田） 

 

 

細田
ほ そ だ

 勝実
か つ み

さん（細田ホーム・埼玉県／コモンセンストレーナー） 

 細田ホームは、埼玉県鶴ヶ島市の西の端にあります。さらに車で10分

ほど西に行くと、武蔵野の山があります。家の周囲には畑が多く残ってい

て、わが家はその中の一軒家です。 

子どもは小学1年生～高校１年生の女の子６人が委託され、夫婦と共に

生活をしています。私たち夫婦はもともと、児童養護施設の地域小規模児

童養護施設（グループホーム）をまかされていました。 

そこで担当していた子どもたちをそのまま引き継ぐ形で、2013（平成

25）年 3 月に退職して、ファミリーホームを開設しました。施設のグル

ープホームを担当してから数えると、今年で11年になります。 

今年の夏は、ホームのみんなで長崎と広島を旅行しました。以前から子

どもたちには「戦争と平和」について考えて欲しいと思っていたからです。 

広島原爆資料館ではボランティアガイドさんをお願いし、私たちだけに2時間ほどかけて案内をしてもら

いました。ガイドさんのお陰で、低学年から高校生まで分かるように説明してもらい、充実した良い時間を

持つことができました。施設にいたときには、思いがあっても実現はできなかったことです。 

 

 

佐賀
さ が

 豪
たけし

さん（弁護士／くれたけ法律事務所・東京都） 
皆様初めまして、佐賀豪と申します。縁あって、この度、編集企画委員を拝

命しました。若輩ものでございますが、よろしくお願いいたします。 

 弁護士登録してから、東京弁護士会『子どもの人権と少年法に関する特別委

員会』に所属し、子どもへの法的な支援活動、特に虐待を受けた子どもの支援

を行ってまいりました。しかし、弁護士が虐待の問題に関わるのは、児童相談

所での保護の段階までが多く、社会的養護の現場と直接関わりを持つ場面は少

なく、今後、社会的養護の現場の皆様の活動について、編集作業を通じて学ば

せていただきたいと思います。 

さて、この自己紹介の原稿を書くにあたり、「ファミリーホームで虐待が疑わ

れた場合に、養育者としてどのような対応をすべきか」について、弁護士とし

てのコメントを求められました。 

近年、施設内虐待が社会問題化され、皆様も関心があるかと思います。虐待が疑わるような事態が生じた

場合には、まず、養育者・子ども以外の第三者を早期に入れるべきです。当事者の間で不信感が募った状態

では、その後の生活の些細なことすらも紛争の火種となりかねません。 

ただ、ファミリーホームの場合には、なかなかそのような第三者を見つけること

が難しいかもしれません。その意味で、所管相談所の児童福祉司に躊躇せず、早期

に弁護士に相談するのが一番現実的であるかと思います。 

本当は、かような問題に養育者側として気軽に利用できる法的制度が用意される

のが一番良く、今後の課題かと思います。 
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ブロック活動の報告 

 

近畿ブロック 

橋本直之
はしもとなおゆき

さん（大阪市） 

 

Ⅰ 合同里親サロン・研修講座の開催 

（6月27日） 
 

 近畿ブロック（荘保共子・上野真幸共同代表）で

は、6月27日の定例会議の後、天理教大阪教区里

親会と共催で、天理教大阪教務支庁に於いて、ファ

ミリーホーム・里親・一時保護委託先を対象に、合

同里親サロン・研修講座を実施しました。参加者は

38名でした。 

 テーマは「こどもの性の問題にどう向き合うか」、

講師は、大阪市こども相談センター・虐待対応グル

ープ・家族回復支援担当・貞木隆志氏です。 

 貞木氏は、 

○今日、里親家庭での性の問題は異性間のみならず、

同性間においても不適切な関係が報告されている。 

○現状は大人が考えている以上に深刻で、こどもを

とりまく現代社会の性情報の刺激や質は、里親世代

の発想の限界を超えて、パソコン・携帯電話・ゲー

ム機・音楽プレーヤー・アダルト書籍等の入手ルー

トまで監督できない状況にある。 

○性問題を起こす年代は、中高生よりも小学生が約

6割と多く、5～6年生が中心である。 

○里父や里母の目の行きとどかない場所や時間帯に

問題が発生するケースが多い。また、どこまでが不

適切な性問題であるかとの見極めは難しい。こども

の力関係や行為の回数や期間、強制や感情的苦痛等

の問題が伴うと判断すれば、注意することが大切で

ある。 

○性問題はどこにでも起こりうるという意識を持っ

て、パソコンには有害サイトへのアクセスを防止す

るためのフィルターやブロックを掛けること。 

○特別な性教育よりも、こどもの日常生活における

暴力・暴言・衝動的な言動をチェックし、感情の起

伏に注意を払い、家庭のルールを守る規則正しい生

活と、常にコミュニケーションを心がけることが最

大の予防になる。 

○万が一、性的虐待や性被害を打ち明けられた時に

は、「よく話してくれた」「話してくれてありがとう」

と労り、安心を与え、速やかに専門機関に相談して

もらいたい。 

と、話を結ばれ、その後は質疑応答に入りました。 

 今後、近畿ブロックでは、虚言・盗癖・暴言・暴

力・夜遊び・火遊び等のテーマを設け、子育てや里

親活動に関心のある方を対象に、公開研修講座の開

催を企画しています。 

 

Ⅱ ７月、８月に行ったこと 
◆7月27日（日） 当ファミリーホーム（みんな

のあみさかOYASATOホーム）に、京都文教大学

大学院 臨床心理学研究科博士課程前期の中澤愛実

さんがファミリーホームの実態と養育者の意識につ

いて、論文作成の参考として取材に来られました。 

◆8月21日（木） 京都・貴船において、近畿ブ

ロックの有志による懇談会を開きました。テーマは

「ファミリーホームの更なる発展について」。 

◆8月30日（土） 13時30分～15時 

 天理教大阪教区において、近畿ブロックの例会サ

ロンを開きました。内容は7月12日に大津市滋賀

県立県民交流センターで開催された近畿地区里親研

修会での第３分科会「ファミリーホームの現状と課

題」についての報告です。発表者は、大阪市の「和

らぎの家」ホーム長・石井勲さん。事例研究も行い

ました。 

 

Ⅲ これからの予定 
◆10月31日（金） 13時30分～15時 天理

教大阪教務支庁において「第２回近畿ブロック FH

合同サロン研修会」を行います。 

 テーマは「こどもの虚言及び盗み、盗癖について」。

講師は、大阪市こども相談センターの心理担当員で

す。 

◆検討課題としては、大阪市西成区の「こどもの里

ファミリーホーム」及び天理教大阪教区を会場にし

て、ヒップホップダンスやストリートダンスの教室

を運営できないかを協議しています。 

 

 

中国・四国ブロック 

細川
ほそかわ

明代
あ き よ

さん（高知県） 

 

６月３０日（月）、７月１日（火）と、高知県の山

間部にある「ファミリーホームかんのん舎（や）」で

ブロック研修会を開催しました。 

ファミリーホームは中国地区から３ホーム、四国

地区４ホームと、参加が少なかったのですが、地元

で開催ということで、高知県では児童養護施設の施

設長、里親支援専門相談員も参加してくださり、19

名の参加でした。 
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まず自己紹介と近況報告、悩み等を話し合いまし

た。いつも話題に上がるのが、県によって格差があ

ることです。 

監査が年２回あるところもあれば、一度も監査を

行っていない県もある。委託児童がいつも定員を満

たしている県もあれば、定員に満たなくて運営面で

苦労している県もあります。また、高年齢で委託し

た子どもとの関係づくりが難しく、児童相談所では

子どもに「権利ノート」を渡しているので、子ども

は権利ばかり主張し、養育者の意見や注意を聞いて

くれない、たとえば、注意していて少しでも体に触

れたら「叩いた、殴った」と騒ぐ、児童相談所は子

どもの話を信用し、養育者から事情を聞いてくれな

い、など。同席していた施設職員さんも、子どもと

話すときは手を後ろで握って、子どもと向き合って

いるという話でした。 

後継者問題は養育者共通の悩みで、親の苦労を見

てきている実子はなかなか後を継いでくれないとい

うことでした。そのなかで、里子として育った男性

が後継者として参加されていて、皆さんの羨望の的

でした。里親支援専門相談員さんから、「自分たちの

立ち位置がわからない、何をしていいかわからない」

という話に、養育者側からも「何を相談員さんに求

めたらいいかわからない」という話が出て、お互い

の立場で思いを語ることができました。 

これからのブロックの活動についても、「範囲が広

すぎてなかなか集まりにくいので、中国地区と四国

地区をわけてはどうか」という話になりました。こ

れについては結論が出ないまま、各地区で話し合う

ことで一応３時間の研修は終了しました。 

懇親会では、地元で飼育されている土佐赤牛のバ

ーベキューを楽しんでいただきました。 

１泊の研修でしたが、宿泊したのは２組のファミ

リーホームの方だけで、翌日は少し寂しくなりまし

た。でも、自然の中で焼き立てのピザを食べ、語り

合い、お腹も心も満たされて帰っていただきました。 

 
▲かんのん舎（や）の周辺 

 

 

 

 

 

＜本の紹介＞ 『家族を紡いで』 白熊
しらくま

繁一
しげかず

・著 

（２０１４年５月発行・天理教道友社・１１００円＋税） 

 東京都では毎年、里親制度や養育家庭（養育里親）を知ってもらうために「養育家庭

体験発表会」を開いています。今年も10月（里親月間）から12月にかけて、都内51

ヵ所で発表会が開かれます（詳しくは、NPO法人東京養育家庭の会のホームページを

ご覧になるか、または東京都のホームページで調べてください）。 

著者の白熊さんは体験発表会で話した後、感動した聴衆の1人から「里子さんたちと

の楽しそうな過程の様子が目に浮かぶようでした。ぜひ、いつか本にしてください」と

声をかけられます。里親として、保護司として、子どもたちや青少年たちと過ごす時間

と会話を大切にしている白熊さんは、そのときどきの状況を手帳にメモしていました。この本はそれらのメ

モをもとに編まれたものです。白熊さんが日々感じていること――子どもを育てるために、また、人として

生きるために本当に大切なことが、わかりやすい言葉で温かく綴られています。（村田）  
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第９回 ファミリーホーム全国研究大会を終えて 
 

８月２日（土）と３日（日）、第９回ファミリーホーム全国研究大会が北海道札幌市郊外の「ガトーキング

ダムサッポロ」で開催されました。大会テーマは「Familyhomes be ambitious ～子ども達よ未来へはばたけ

～」、大人だけでなく子どもたちも楽しめるように、託児のプログラムも充実した内容で行われました。 

参加者は大人213名、子ども129名の計 342名で、にぎやかな大会となりました。 

大会開催にご尽力くださった関係者の皆様、ご参加くださった皆様にお礼を申し上げます。 

 

報告・竹内透（ガブリエルホーム）、長谷川寛治（ファミリーホームはせがわ） 

 

 
 

 
 

1 日目 
初日の 8 月 2 日（土）は、午後 0 時 30 分から

始まり、開会式、行政報告、記念講演、基調講演、

社会的養護に関わる３団体からの状況報告、そして

日本ファミリーホーム協議会の倫理綱領委員会から

の報告が午後6時まで行われました。 

6 時 30 分からは交流会（約 2 時間）、9 時 30

分から懇親会（自由参加）が持たれました。 

 

行政説明 

「社会的養護の課題と 

将来像の実現に向けて」 

鈴木里香 児童福祉専門官（厚生労働省） 

行政報告は、被措置

児童への虐待における

対応状況や報告事案な

どについての具体的な

説明の後、家庭的養護

の推進計画や子ども子

育て支援法に基づく基本指針などについても説明が

あり、今後のファミリーホームの課題と将来像とし

ては、大幅な整備促進や専門性の向上と支援体制の

構築が挙げられました。 

後半は、事業の第三者評価の経緯や基準、施設職

員の専門性の向上、18 歳以上の措置延長制度、進

学就職の状況などについて丁寧な説明がありました。 

 

記念講演 

「おとなにして野に帰す 

～野生動物診療所日記」 

竹田津
た け だ つ

実
みのる

さん（獣医師、写真家、エッセイスト） 

先生がこれまで行ってきた「野生動物を保護し、

治療して野生に返す」という活動について、＜子ど

もからおとなへの育ち＞という視点で、スライドを

交えながらお話しいただきました。 

 同じ自然界の一部である野生動物と人間は、＜子

どもからおとなに育てる＞という部分で共通するも

のがあるのではないか、特に「大きくすることは簡

単だが、おとなにするのが難しい」という言葉は、

全てが凝縮されている感じがし、ユーモアと説得力

のある講演に多くの参加者は興味深く聞き入ってい

ました。 
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基調講演 

「子どもにとっての最善の利益を考え

よう」    林浩康 日本女子大学教授 

子どもにとって措置

後に関与する人たちの

関わり方によって、子

どもに与える影響は大

きく異なると説明し、

また、いかなる善意に

満ちた支援や援助も、

子どもにとっては不当

な介入と感じられるこ

ともあり、十分に対応

されることがないと、「子どもの最善の利益」という

名のもとに専門職の決定や過程が正当化されること

も考えられる、としました。 

家庭養護の推進における問題点や権利保障、自尊

心とレジリエンスの獲得、子どもの権利の基盤型ア

プローチの考え方など、教育的、専門的立場からの

話には、今後の進むべき方向性についての示唆が得

られたとの意見も出ていました。 

アボドケイト（advocate）については、イギリ

スでは「子ども中心」の実践活動において必要不可

欠であると認識されており、中立的ではなく、子ど

もの味方となって関与する専門職がいて初めて、子

どもの最善の利益を考慮した

「子ども中心」の実践が可能

と説明されています。 

社会的養護を当事者として

考える必要性や社会的養護観、

複数の養育者で子どもを支え

る必要性についても提言され

ました。 

 

 

社会的養護に関わる団体の活動状況 

全国里親会の御所伸之副会長、全国児童養護施設

協議会の藤野興一会長、全国児童家庭支援センター

協議会の平井誠敏会長の3氏より、それぞれの会の

取組みと現状について報告をいただきました。 

▲御所伸之さん ▲藤野興一さん 

 

 

 

 
 

交流会では、全国の各地区に分かれてステージに

立ちました。歌などで皆が一体感となる雰囲気で、

とても楽しく交流ができました。 
 

 

 

 

 

 
 

 

交流会 
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２日目 
 午前9時から午後2時30分まで、５つの分科会

が行われました。どのような内容だったのか、各分

科会に参加した方々に感想を書いていただきました。 

 

 

 
 

第１分科会 

テーマ：養育の実践から学ぶ（困りごと・

悩み事・喜びを語り合う） 
報告・大場信一さん 

（児童養護施設 札幌南藻園 園長／助言者） 

 

 参加者の自己紹介の後、３人の発表者（飯野まゆ

みさん、川島昭彦さん、近藤美鈴さん）の実践報告

を受けて意見交換がなされました。 

地域差を感じながらも、子育て・子育ち、受け入

れる子どもの姿とその家族の姿、ファミリーホーム

をはじめての会計事務や養育記録の作成、現員払い

による運営の厳しさなど、抱えている困り感などの

意見が出されました。 

その中でも、覚悟を持って始めたファミリーホー

ム、里親としては、子どもの養育に一生懸命向き合

うことであり、目の届かないところで「何が起きる

のか」という認識を持っていることが大切であるこ

と、「あたりまえの生活」と言われながら、求められ

ることとのギャップを感じていること、児童相談所

や児童福祉施設とは何かあってからではなく、普段

からのつながりが必要であることなどに多くの意見

をいただきました。 

▲大場信一さん 

 

第２分科会 

テーマ：ファミリーホームの運営と今

後の課題 
報告・長谷川寛治さん 

（ファミリーホームはせがわ／事例紹介者） 

 

第 2分科会の「ファミリーホームの運営と今後の

課題」では、昨年行われたアンケートから運営に関

しての分析結果の説明があり、その後、「収支」「経

理事務」「その他の事務」に分けて 3 名の事業者か

ら順次、それぞれのホームの運営の事例や課題など

が紹介された。コメンテーターから質問や助言があ

り、また、参加者からの意見や要望などが出された。 

グループ・ディスカッションでは、時間も押し迫

ったため、テーブルごとに今後へ向けた政策提言を

簡単にまとめ、それらを協議会へ引き継ぎ、今後の

要望内容として精査して行くこととした。 

 
 

第３分科会 

テーマ：養育補助者・養育者のスキルア

ップのためのコモンセンスペアレンティン

グ  （アメリカ・ボーイズタウンの養育プログラム） 
報告・土渕美知子さん 

（札幌学院大学教授／助言者） 

 

28 名の参加者（参加者名簿によるので、実際の

数字は少し違っているかもしれません）が、５つの

グループに分かれて、コモンセンス・ペアレンティ

ングを体験的に学ぶという、実践型の分科会でした。 

子どものさまざまな「問題行動」に対処するスキ

ルを磨くことで、子どもとの関係がより良いものに

なることを願って、参加者一同、達成感あり、悪戦

苦闘あり（私のことです）の一日でした。 

参加者は、自分の普段の子どもへの接し方を振り

返り、この日学んだスキル（養育技術）を日々の子

どもとのかかわりの中で生かしていくことに思いを

巡らせながら、それぞれのホームに帰って行ったの

ではないかと思います。 

 
 

第４分科会 

テーマ：子どもの視点で見た子どもの権

利とは （ビデオプロジェクトによる社会的養護の
子ども達の声） 
報告・古屋好恵さん（社会福祉法人麦の子会／担当） 

分科会の様子 
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 30 名の出席で行われました。はじめに、講演者

のボブ・ルイスさんから「若者の扱いやすいビデオ

を利用して、彼らの声を聴いていくプログラム（ビ

デオ・プロジェクト）」の説明があり、社会的養護の

若者（ユース）の根底をなすトラウマや喪失感、深

い悲しみに耳を傾け、「自分は悪い子」だと思い込ん

でいる彼らの信念を別な視点から見て、良いものに

つくり替える（リキャスティング）プログラムであ

るとの報告がありました。 

引き続き、内藤皓基さん（豊田加茂児童障害者相

談センター）から、ボブ・ルイスさんのいるマサチ

ューセッツ州の研究所を訪問した時の報告がスライ

ドを使ってありました。 

その後、助言者の林先生により、ルイスさんに質

問がありました。ルイスさんは「理念が明らかにな

らなくても、ツール（道具）を整えるやり方がビデ

オプロジェクト」と答えていました。 

午後からは、4テーブルに7～8人ずつ分かれ、

グループで、講演の感想や、里親ファミリーホーム

の実状について話し合われました。 

 

 
▲ 左：通訳の泉園子さん、右：ボブ・ルイスさん 

 

 

第５分科会 

共に暮らして親になる 

（家庭養護の真髄） 
報告・家村昭矩さん 

（名寄市立大学短期大学部特任教授／座談会進行役） 

 

里親、ファミリーホームは、実家庭で暮らすこと

のできない子どもたちを養育者の家庭に迎え入れて

養育する「家庭養護」であり、そこには「育ての親」

として、また「産みの親」との関係など様々な課題

を抱えている。 

子どもと共に暮らす時、そこに必要な「養育」論

について、芹沢俊介さんのお話をもとに、根源的な

「養育論」について参加者も加わり議論を進めた。 

芹沢さんは、「二重の親」、つまり「生物的な親」

から「受けとめてとしての親（あえて『育ての親』

とは表現しない）」へと「移行」する過程で「親にな

る」、「親子になる」と解説し、親子のいとなみは、

男女の「間（あいだ）に入れて育てる（子育て）」こ

とであり、里親と里子との関係にも当てはまるので

はないかと話された。また、子どもの存在そのもの

が、イノセンス（責任がない）であり、養育の基本

（子育て）は、その子どもの受けとめ手である「親」

が、その子の傍らに、その子のために一緒に居続け

ることの重要性を説かれた。 

「その子に自分を差し出し、その子どもの受けと

め手になること」という投げかけには、自分にでき

るか？ との議論も呼び、一般の養育論にはない印

象深い内容であり、家庭養護の新たな視点を得たの

ではないだろうか。 

 
 

 

 

 

 
 

両日とも、約100名（0～2歳児15名、3歳児

以上中学生70名、高校生15名）のお子さんを預

かりました。その子どもたちに対して、ボランティ

ア、専門スタッフの約 100 人が、子どもの年齢や

活動内容に分けて託児を行いました。 

初日は、ホテル内の流水プールや遊戯プールで大

はしゃぎをした後、お祭り広場で、魚釣りゲームや

ボウリング、輪ゴムピストルなどで、中学生ボラン

ティアと一緒になって盛り上がりました。 
 

 

託 児 



16 

 

2日目は、札幌市郊外にある「旧中小屋小学校」

でのピザ焼きや自然散策をするグループと、石狩郡

当別町にある「道民の森」（森林公園）での木工体験

や川遊び等のグループに分かれ、自然の中で北海道

を満喫しました。「とっても楽しかった！」「また来

たい！」と多くの子ども達の声が寄せられ、喜んで

頂けたことにスタッフ一同嬉しく思っています。 

（報告・託児リーダー 岩村史織さん） 
 

 
 

閉会式 
 元藤大士（もとふじ・たかし）副会長からの御礼

のあいさつに続き、次回開催地である大分県の大柳 

 

弘幸さん（九州地区ファミリーホーム協議会準備会

代表）による第10回大会へ向けた歓迎の挨拶の後、

閉会が宣言され、盛会の内に終了しました。 

最後になりますが、ご支援ご協力を頂いた、厚生

労働省をはじめとする関係行政機関や関係団体、講

師の方々、ボランティアのご協力を頂いた学校、協

賛を頂いた団体企業、また、広告協賛を頂いた企業

などの皆様に、この場を借りて心より御礼申し上げ

ます。 

 
▲北海道大会の実行委員の皆さん 

 

※ 大会写真は、江別市の里親、中兼正次さんと社会

福祉法人麦の子会のスタッフからご提供いただき

ました。ありがとうございました。（村田） 

 

 

会員からの意見 ２０歳の学生の措置延長について 

我が家に高等専門学校（高専）の３年生がいます。彼は４月５日が誕生日のため、５年生になると同時に

措置延長が終わり、措置解除になってしまいます。せめて卒業まで、措置解除を待っていただけないのかと

思います。 

たしか数年前、欧米の施設出身者の青年が日本にきて、「施設出身者が学ぶ権利を国に働きかけ、進学する

ことができるようになった」という話をニュースで聞いたことがありました。日本ファミリーホーム協議会

でも、学生の場合は、せめて20歳の年度末まで措置延長が可能になるよう、国に働きかけをしてくださる

よう切望します。 

 

 

 

 

 

編集後記  この「みんなの広場」では毎号、各地のファミリーホーム

の方々に顔写真付きで自己紹介をお願いしています。自己紹介の原稿を

お願いするときは、発行の１ヵ月以上前にその地域のファミリーホーム

会員の方にメールやＦＡＸで依頼状をお送りします。つまり、もれなく

全員にお願いしているわけです。しかし、締切りを過ぎても原稿が来な

いため、おそるおそる催促をすると、「依頼状は見たが、自分が書くとは

思わなかった」という返事をいただくことがあり、驚いてしまいます。

会報は誰かが代表して作るものではなく、会員の皆さんで作っていくも

のです。皆様のご協力を心よりお願い申し上げます。（村田） 
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